
　
　
　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
構
造
と
主
題

　
　
　
　
　
　
　

 

小
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光
　
　

　
　
　

一

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
を
描
い
た
実
録
体
小
説
で
あ
る
。

そ
の
正
確
な
成
立
年
次
は
不
明
な
が
ら
、
現
存
諸
本
の
序
文
か
ら
、
田
丸
常
山

の
作
と
知
ら
れ
る
。
内
容
は
、
豊
臣
秀
吉
の
発
病
・
死
去
に
端
を
発
し
、
石
田

三
成
の
謀
略
、
お
よ
び
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
種
々
相
を
詳
し
く
描
き
出
し
た
あ

と
、
徳
川
秀
忠
の
将
軍
宣
下
に
よ
る
泰
平
の
時
代
の
到
来
で
終
わ
る
。
大
部
な

読
み
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
中
で
活
躍
す
る
石
田
三
成
は
、
近
年
、
中
野
等
氏

『
石
田
三
成
伝
』（１
）

が
是
正
の
必
要
性
を
主
張
し
た
よ
う
な
「「
神
君
」
家
康
に

刃
向
か
っ
た
人
物
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
史
実
と
し
て
の
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら

は
ほ
ど
遠
い
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
歴
史
上
の
事
件
、
人
物
を
題
材
に
し
た
作
品
は
、
往
々

に
し
て
そ
の
真
偽
性
が
議
論
さ
れ
る
。
菊
池
庸
介
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
２
）、

「
読
み
も
の
の
体
裁
を
と
っ
た
記
録
」
と
し
て
の
実
録
体
小
説
も
、
成
立
当
時

か
ら
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
「
虚
」
を
ど
う
受
け
止
め
、
評
価
す
る
か
が
問
わ

れ
て
き
た
。
実
在
の
事
件
や
人
物
と
い
う
「
実
」
の
中
に
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
、「
虚
」
の
扱
い
方
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、『
関
ヶ
原
軍
記

大
全
』
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
東
京
国
立
博
物
館
、

早
稲
田
大
学
、
岐
阜
大
学
ほ
か
、
全
国
に
二
六
本
の
写
本
が
存
在
す
る
。
本
来

で
あ
れ
ば
諸
本
調
査
と
本
文
比
較
が
必
要
で
あ
る
が
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』

を
文
学
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
を
重
視
し
、
諸
本
の
問
題
に
は
あ
え
て
立
ち
入

ら
ず
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
を
底
本
に
選

ん
で
読
み
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
内
閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
（
以
下

「
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
」
と
呼
ぶ
）
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 　

写
本
。
天
保
六
年
写
。
袋
綴
じ
本
一
六
冊
。
三
二
巻
内
題
「
関
ヶ
原
軍

記
大
全　

巻
之
壱
」。
外
題
箋
「
関
ヶ
原
軍
記　

一
」。
渋
引
刷
毛
目
表

紙
。
一
首
二
行
書
。
本
文
一
〇
行
。
縦
二
六
・
八
糎
、
横
一
八
・
七
糎
。

料
紙
、
楮
。
印
記
「
内
閣
図
書
之
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
昌

平
坂
」。

　

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
は
、
三
二
巻
一
六
冊
、
一
冊
に
二
巻
ず
つ
収
録
さ
れ

て
お
り
、
各
冊
の
末
尾
に
は
校
合
識
語
が
見
ら
れ
る
。
第
一
冊
の
末
尾
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

関
ヶ
原
軍
記
大
全
巻
之
二　

終

 

乙
未
十
有
二
月
初
四

 

対
校　

中
村
和
篤
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海
老
原
利
済

　
「
対
校
」
の
下
の
氏
名
は
各
冊
二
名
ず
つ
書
か
れ
て
お
り
、
中
村
和
篤
、
海

老
原
利
済
の
他
、
伊
藤
篤
敬
、
室
本
俊
方
、
村
井
量
令
、
内
藤
由
章
、
葦
名
盛

正
、
仲
田
惟
善
、
大
橋
秀
實
、
内
海
範
儀
の
名
前
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
か

ら
、
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
、
こ
の
一
〇
人
に
よ
っ

て
対
校
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
村
井
量
令
は
『
国
書
人
名
辞

典
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　

村
井
量
令　

む
ら
い
か
ず
の
り

　
　

 　

幕
臣
﹇
生
没
﹈
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
後
期
の
人
。﹇
名
号
﹈
名
、

量
令
。
通
称
、
専
之
助
。
号
、
一
甫
。﹇
経
歴
﹈
戸
田
氏
徳
ら
と
①

昌
平
坂

学
問
所
が
収
集
し
た
典
籍
や
記
録
を
分
類
・
解
題
し
、
資
料
の
編
集
に
携

わ
っ
た
。

　

傍
線
部
①
に
あ
る
よ
う
に
、
村
井
量
令
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に

『
番
外
雑
書
解
題
』、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
『
群
書
備
考
』、
文
政
一

一
年
（
一
八
二
八
）
に
『
記
録
解
題
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
村

井
量
令
の
他
に
も
、
内
海
範
儀
、
海
老
原
利
済
の
名
が
、
昌
平
坂
学
問
所
内
の

記
録
所
に
お
い
て
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
通
航
一
覧
』（
内

閣
文
庫
蔵
）
に
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
を
対
校
し

た
一
〇
人
は
、
昌
平
坂
学
問
所
に
お
い
て
、
収
集
さ
れ
た
記
録
を
整
理
す
る
仕

事
に
従
事
し
た
学
者
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
活
動
時
期
に
照
ら
す
と
、
対
校
年
の

「
乙
未
」
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、『
関
ヶ

原
軍
記
大
全
』
は
、
昌
平
坂
学
問
所
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
学
者
ら
に
よ
っ
て

対
校
さ
れ
た
書
籍
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
全
く
無
名
の
作
品

で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
刊
行
さ
れ
ず
、
写
本
の

み
で
流
通
し
て
い
た
が
、
書
写
当
時
の
天
保
六
年
に
は
、
昌
平
坂
学
問
所
が
そ

の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
一
定
数
の
読
者
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
『
関
ヶ

原
軍
記
大
全
』
の
序
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
　

 　

夫
関
ヶ
原
の
乱
を
相
考
ふ
る
に
、
近
江
国
佐
和
山
城
主
、
石
田
治
部
少

輔
三
成
、
幷
与
力
の
諸
大
名
滅
亡
于
時
、
人
皇
百
八
代
後
陽
成
院
の
御

宇
、
②

慶
長
五
年
庚
子
九
月
十
五
日
也
。
凡
至
今
百
弐
拾
年
。
⑤

抑
、
石
田

治
部
少
輔
三
成
が
逆
意
如
何
と
相
尋
る
に
、
彼
三
成
太
閤
秀
吉
の
寵
臣
に

し
て
、
忠
誠
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
雖
然
、
才
智
勝
れ
て
又
驕
強
く
、
久

舖
五
奉
行
の
随
一
に
し
て
、
威
風
和
漢
に
顕
然
た
り
。
依
て
幼
主
秀
頼
を

挟
て
、
己
権
威
を
握
り
て
宿
意
を
達
せ
ん
と
、
諸
国
の
大
小
名
を
語
ら
い

催
し
て　
　

内
府
公
を
打
奉
ら
ん
と
す
。　
　

東
照
宮
奇
妙
の
御
名
将
に

し
て
、
関
ヶ
原
の
御
一
戦
、
忽
御
勝
利
に
し
て
万
民
枕
を
泰
山
の
安
き
に

置
て
、
其
間
に
品
々
の
御
謀
略
辛
戦
、
ま
ち
〳
〵
に
し
て
、
略
説
繁
多
な

り
。
仍
て
其
根
元
を
糺
し
極
て
、
大
全
と
号
す
る
者
な
り
。

勢
州
の
国
司
北
畠
の
庶
流

田
丸
常
山
述
之
（
花
押
）

　

傍
線
部
②
の
よ
う
に
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
約

一
二
〇
年
で
あ
れ
ば
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
前
後
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
作
者
の
田
丸
常
山
は
、
天
草
軍
記
物
の
実
録
体
小
説
の
作

者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
菊
池
氏
に
よ
れ
ば
（
３
）、
田
丸
常
山
が
成
立
に
関
わ
っ

た
『
天
草
軍
談
』
は
、
元
文
か
ら
延
享
（
一
七
三
六
―
一
七
四
八
）
ご
ろ
の
成

立
と
見
ら
れ
る
と
い
う
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
成
立
を
享
保
五
年
あ
た
り

と
す
れ
ば
、
田
丸
常
山
の
活
動
時
期
と
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
序
文
は
、

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
文
な
が
ら
小
異
を
含
む
の
で
、
左
に
引
用
し

－ 10 －



て
お
こ
う
。

　
　

 　

夫
関
ヶ
原
の
乱
を
見
る
に
、
近
江
国
佐
和
山
の
城
主
、
石
田
治
部
少
輔

三
成
に
与
力
の
諸
大
名
滅
亡
の
時
は
、
人
皇
百
八
代
後
陽
成
院
の
御
宇
、

③

慶
長
五
庚
子
年
九
月
十
五
日
な
り
。
凡
そ
今
に
い
た
る
ま
で
百
弐
拾
余

年
、
石
田
三
成
が
逆
意
の
根
元
を
い
か
に
と
た
づ
ぬ
る
に
、
三
成
は
太
閤

の
寵
臣
に
し
て
、
忠
義
無
き
し
に
も
あ
ら
ず
。
し
か
り
と
い
へ
共
、
才
智

す
ぐ
れ
て
又
奢
り
つ
よ
く
、
久
敷
五
奉
行
の
随
一
に
し
て
、
威
風
和
漢
に

秀
で
た
り
。
よ
つ
て
幼
主
秀
頼
を
さ
し
は
さ
ん
で
、
お
の
れ
権
勢
を
握
り

宿
意
を
達
せ
ん
と
、
諸
国
の
大
小
名
を
か
り
も
よ
ふ
し
、
調
略
を
な
し
て

内
府
公
を
討
奉
ら
ん
と
す
。
し
か
る
に
、
東
照
宮
は
神
妙
成
る
御
名
将
に

ま
し
〳
〵
て
、
関
ヶ
原
の
戦
か
ひ
も
、
忽
ま
ち
に
御
勝
利
と
成
て
、
万
民

を
泰
山
の
安
き
に
置
き
給
ふ
。
そ
の
あ
い
だ
に
、
し
な
〴
〵
の
御
謀
略
辛

戦
等
、
區
々
な
り
。
尤
も
、
略
説
繁
多
な
り
。
去
れ
ば
其
根
元
を
た
ゞ
し

ぬ
い
て
、
大
全
と
ぞ
す
る
も
の
な
り
。

④

天
明
元
年
六
月

田
丸
常
山
述
之

　

傍
線
部
③
に
は
、
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
序
文
の
傍
線
部
②
と
同
様
、
関
ヶ

原
の
戦
い
か
ら
約
一
二
〇
年
と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
本

序
文
末
尾
に
は
、
傍
線
部
④
「
天
明
元
年
六
月
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
一
八
一
年
目
に
当
た

り
、「
凡
そ
今
に
い
た
る
ま
で
百
弐
拾
余
年
」
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
の
田

丸
常
山
は
作
者
で
は
な
く
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
を
書
き
写
し
た
人
物
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
に
言
う
「
勢
州
の
国
司
北
畠
の

庶
流
」
と
の
記
述
も
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
に
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
中
村

幸
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
（
４
）、
実
録
体
小
説
の
序
跋
に
は
さ
か
し
ら
が

多
く
、
そ
の
年
次
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
天
明
元
年
」

だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
序
文
の
「
凡
至
今
百
弐
拾
年
」
が
事
実
と
異
な
る
と

い
う
可
能
性
も
あ
り
、
享
保
五
年
前
後
成
立
と
も
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

実
際
よ
り
も
新
し
い
年
代
を
書
く
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
早
稲
田
大
学
図
書

館
本
の
序
文
に
記
さ
れ
た
年
次
「
天
明
元
年
」
を
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
成

立
の
下
限
と
し
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
成
立
を
一
八
世
紀
半
ば
と
考
え
て
、

以
下
、
論
を
進
め
る
。

　
　
　

二

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
は
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
と
書
名
は
似
て
い
る
が
、

先
行
す
る
別
作
品
で
あ
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

の
記
述
を
引
用
す
る
。

　
　

関
ヶ
原
軍
記
大
成
せ
き
が
は
ら
ぐ
ん
き
た
い
せ
い

　
　

 

四
十
五
巻
二
十
三
冊
（
冊
数
不
定
）。
軍
記
。
宮
川
忍
斎
編
。
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
竹
田
春
庵
（
定
直
）
序
、
同
年
自
序
。
凡
例
。
正
徳
六
年

櫛
田
琴
山
（
渉
）
序
。
正
徳
三
年
児
島
常
耕
斎
（
景
范
）
跋
、
同
年
嶌
本

晩
翠
（
牧
）
跋
（
写
本
に
よ
り
序
跋
の
数
に
相
違
が
あ
る
）。
正
徳
三
年

成
立
。
写
本
で
伝
わ
っ
た
。

　

本
章
で
は
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
を
比
較
軸
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、

『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
以
下
に
、『
関
ヶ

原
軍
記
大
成
』
の
凡
例
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　
　

 

一
、
此
大
乱
に
、
諸
将
の
軍
功
軽
重
あ
り
と
聞
き
し
故
、
其
実
説
を
聞
か

ま
ほ
し
さ
に
、
延
宝
乙
卯
よ
り
、
正
徳
癸
巳
の
此
春
ま
で
、
凡
そ
二
十
八

九
年
が
程
、
国
々
の
つ
で
を
求
め
て
、
問
に
遣
は
し
侍
る
に
、
或
は
其
戦
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功
を
、
有
の
儘
に
答
へ
、
あ
る
は
功
名
を
補
ひ
飾
り
、
又
は
憚
あ
り
と
て

終
に
答
へ
ざ
る
も
あ
り
。
其
答
へ
ざ
る
に
至
り
て
は
、
い
か
ん
と
も
す
べ

き
様
な
し
。
是
に
よ
り
て
、
伝
記
に
出
で
た
る
説
々
と
、
老
人
の
語
り
伝

へ
を
挙
げ
て
、
爰
に
記
す
。

　
　

 

一
、
誠
し
き
説
々
は
、
善
悪
知
り
難
き
に
よ
り
、
其
諸
説
を
列
べ
記
し

て
、
あ
や
し
の
誤
説
は
、
人
の
惑
な
る
べ
き
を
憚
り
て
、
爰
に
記
さ
ず
。

か
へ
り
て
所
々
に
、
此
辯
論
を
な
せ
り
。

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
の
著
者
宮
川
忍
斎
は
、
右
に
お
い
て
、「
実
説
」
を
追

究
す
べ
く
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
纏
わ
る
話
を
各
地
か
ら
集
め
、
誤
説
が
混
じ
ら

ぬ
よ
う
注
意
を
払
い
な
が
ら
『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
を
記
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
の
内
容
が
ど
こ
ま
で
「
実
説
」
な
の
か
、
そ
の
信
憑
性

の
程
度
は
に
わ
か
に
推
し
量
り
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
著
者
忍
斎
が
「
実

説
」
追
究
の
姿
勢
を
と
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た

い
。

　

さ
て
、
そ
の
『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』（
以
下
、
本
章
中
で
は
『
大
成
』
と
略

称
）
と
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』（
以
下
『
大
全
』）
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
に
重

な
り
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
巻
末
の
【
表
】

は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
至
る
経
緯
と
そ
の
戦
後
処
理
ま
で
の
出
来
事
を
概
ね
時

系
列
に
並
べ
、『
大
全
』
と
『
大
成
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
何
巻
の
何
番
目
に
そ
の

出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
か
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、『
大

全
』『
大
成
』
共
に
、
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
描
か
れ
、
他
方
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
出
来
事
も
多
数
存

在
す
る
。

　

ま
ず
、『
大
成
』
に
あ
っ
て
『
大
全
』
に
は
な
い
話
に
着
目
す
る
。
凡
例
で

宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
、『
大
成
』
は
関
ヶ
原
の
戦
い
に
纏
わ
る
様
々
な
話
を

載
せ
て
お
り
、
そ
れ
は
本
戦
に
先
立
つ
前
哨
戦
や
、
地
方
で
の
戦
い
の
数
々
も

例
外
で
は
な
い
。『
大
成
』
に
比
べ
、『
大
全
』
は
そ
の
よ
う
な
本
戦
以
外
の
合

戦
の
場
面
を
省
略
す
る
傾
向
が
あ
る
。【
表
】
の
▼
か
ら
▲
が
前
哨
戦
、
▽
か

ら
△
が
地
方
の
戦
い
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の
一
部
で
あ

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
大
全
』
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、『
大
全
』
は
『
大
成
』
と
異
な
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
関
わ
る
全
て

の
事
柄
を
漏
ら
さ
ず
記
述
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、『
大
全
』
に
あ
っ
て
『
大
成
』
に
な
い
話
を
見
て
い
こ
う
。【
表
】
で

は
、『
大
全
』
に
の
み
載
せ
ら
れ
、『
大
成
』
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
話

を
太
字
で
示
し
て
お
り
、
そ
の
太
字
は
全
体
の
序
盤
に
多
い
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、『
大
全
』
巻
之
二
の
「
石
田
謀
略　

家
康
公
利
家
不
和

　

附
三
成
長
政
九
州
下
向　

幷
朝
鮮
に
て
加
藤
清
正
武
勇
の
事
」
の
一
節
を
引

用
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
面
は
豊
臣
秀
吉
死
去
の
す
ぐ
あ
と
に
載
せ
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
石
田
三
成
は
徳
川
家
康
と
前
田
利
家
を
不
和
に
す
る
策
略
を
立
て

る
。【
表
】
で
は
●
の
列
に
あ
る
。

　
　

 

石
田
治
部
少
輔
三
成
は
深
く
思
慮
を
廻
ら
す
と
雖
、
其
心
底
に
「
太
閤
逝

去
後
追
日　
　

内
府
公
の
御
威
光
高
く
、
此
侭
に
年
月
を
送
ら
ば
、
秀
頼

公
相
立
ず
し
て
天
下
は　
　

内
府
公
の
物
と
な
る
べ
し
」
と
お
も
ひ
け
れ

ば
、
今
此
内
に
思
慮
を
廻
ら
し
、
我
壱
人
の
功
を
立
べ
し
と
心
中
に
お
も

ひ
廻
け
り
。
然
に
、「
加
賀
大
納
言
利
家
は
武
勇
と
い
ゝ
、
殊
に
年
老
な

れ
ば
、
何
様
関
東
と
互
角
の
戦
す
べ
き
な
り
。
此
両
家
争
時
に
は
強
き
は

疵
付
、
よ
わ
き
は
亡
ん
。
其
虚
に
乗
て
、
討
果
事
も
安
か
る
べ
し
」
と

て
、

　
『
大
全
』
で
の
三
成
は
、
秀
吉
の
死
去
の
後
、
天
下
が
豊
臣
秀
頼
で
は
な
く

家
康
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、
早
い
段
階
か
ら
家
康
を
陥
れ
る
た
め
謀
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略
を
廻
ら
し
て
い
る
。
対
す
る
『
大
成
』
で
三
成
が
家
康
排
除
に
向
け
て
動
く

の
は
、
他
の
大
名
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
家
康
に
対
し
、
五
大
老
の
他
の
四
人

と
五
奉
行
が
結
束
し
て
抗
議
す
る
巻
之
二
が
最
初
で
あ
る
。

　

同
じ
く
『
大
全
』
で
の
み
語
ら
れ
る
三
成
の
家
康
排
除
の
動
き
を
、
巻
之
四

「
大
納
言
利
家
病
死　

幷
石
田
治
部
少
輔
三
成
難
儀
危
急
之
事
」
か
ら
挙
げ
る
。

病
気
と
な
っ
た
利
家
を
見
舞
い
に
来
た
家
康
に
、
利
家
の
館
で
三
成
が
毒
を
盛

ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
表
で
は
■
に
当
た
る
。

　
　

 

此
節
治
部
少
輔
は
怖
敷
も
の
に
て
、
と
か
く　
　

内
府
公
を
失
ひ
奉
ら
ん

と
の
工
風
に
て
、
秀
頼
の
使
節
と
偽
り
推
参
し
て
申
上
け
る
は　
　

内
府

公
は
る
〴
〵
の
御
来
駕
御
大
義
に
思
召
さ
れ
て
御
辛
労
を
尋
給
ふ
。
是
に

仍
て　
　

内
府
公
大
納
言
殿
両
将
へ
御
茶
を
被
進
、
秀
頼
卿
よ
り
饗
応
の

旨
を
相
延
る
。
利
家
は
有
難
し
と
相
受
せ
ら
る
ゝ
。　
　

家
康
公
は
は
や

く
も
御
推
量
有
て
、
是
必
定
毒
味
也
と
思
召
け
れ
ば
、

　
『
大
全
』
の
三
成
は
、
秀
頼
の
使
者
と
偽
り
、
利
家
の
目
の
前
で
、
自
ら
の

手
で
家
康
を
毒
殺
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
明
ら
か
に
創
作
と
思
え
る
よ
う
な
手

段
で
執
拗
に
家
康
の
命
を
狙
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
大
成
』
の
三
成
は
、
積
極

的
に
行
動
を
起
こ
し
て
は
お
ら
ず
、
網
羅
的
に
記
述
さ
れ
る
出
来
事
の
中
に
登

場
す
る
大
勢
の
う
ち
の
一
人
で
し
か
な
い
。

　

こ
こ
で
、
前
章
で
引
用
し
た
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
『
大
全
』
の
序
文
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
。
傍
線
部
⑤
に
「
抑
、
石
田
治
部
少
輔
三
成
が
逆
意
如
何
と

相
尋
る
に
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
導
入
と
し
て
概
略
の
説
明
を
始
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、『
大
全
』
に
は
、
家
康
対
三
成
と
い
う
視
点
で
関
ヶ
原
の
戦
い
を
語
る

姿
勢
が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。
出
来
事
を
描
く
『
大
成
』
に
対
し
、『
大

全
』
は
人
物
を
中
心
に
描
き
、
中
で
も
家
康
と
三
成
の
攻
防
を
軸
と
し
て
物
語

が
進
む
。
つ
ま
り
、『
大
成
』
は
実
説
を
求
め
て
、
諸
説
を
検
証
し
な
が
ら
網

羅
的
に
出
来
事
を
記
述
す
る
の
に
対
し
、『
大
全
』
は
人
物
を
軸
と
し
て
関
ヶ

原
の
戦
い
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
が
徳
川
家
康
と
石
田
三
成
の
戦
い
を
中
心
と
し
て
描

い
て
い
る
こ
と
は
、
巻
之
一
の
前
半
「
関
ヶ
原
合
戦
発
端
の
事
」
の
冒
頭
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

　
　

 

⑥

東
照
宮
は
岡
崎
よ
り
出
給
ひ
、
三
遠
両
国
を
平
均
し
給
ひ
、
諸
国
に
辛

労
百
拾
余
度
に
し
て
天
下
治
り
、
四
海
万
歳
を
唱
へ
、
⑦

百
年
以
来
戸

さ
ゝ
ぬ
御
代
と
な
り
し
は
、
偏
に　
　

東
照
宮
の
御
武
徳
に
よ
る
も
の
な

り
。
心
あ
ら
ん
人
は
毎
月
十
七
日
に
は
忍
精
進
し
て
、
年
に
一
度
の
御
祭

礼
に
は
尊
敬
す
べ
き
の
事
な
り
。
當
時
日
本
国
中
神
社
佛
閣
の
式
礼
或
は

武
家
の
法
令
等
、
是
皆
関
ヶ
原
御
陣
以
後
に
相
定
れ
り
。
然
る
に
、
此
度

関
ヶ
原
合
戦
は
、
未
太
閤
の
曙
覚
め
ず
し
て
大
坂
の
下
知
を
守
る
人
多

く
、
又
石
田
三
成
御
敵
な
れ
共
、
謀
略
深
く
彼
是
調
略
し
け
る
故
、
天
下

は
糸
筋
の
ご
と
く
乱
て
、
東
西
南
北
に
別
れ
て
、
一
統
し
難
き
折
柄
、
彼

是
辛
労
苦
戦
、
御
一
代
に
一
度
の
御
苦
労
震
ひ
か
か
つ
て
、
東
西
混
乱
す

る
処
を
一
統
す
る
根
元
な
れ
ば
、
是
偏
に
凡
人
の
及
ぶ
処
に
あ
ら
ず
。　

　

東
照
宮
の
御
太
功
也
。

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
に
お
い
て
、
傍
線
部
⑥
の
よ
う
に
、
家
康
は
東
照
宮

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勝
利
は
確
定
し
て
い
る
。
家
康
を
生
前
の
場

面
で
あ
っ
て
も
「
東
照
宮
」
や
「
神
君
」
等
と
崇
め
る
書
き
方
は
、
江
戸
時

代
に
成
立
し
た
軍
書
類
の
定
型
で
あ
り
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
も
こ
れ
を
ふ

ま
え
て
い
る
。
し
か
し
、
結
末
が
約
束
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
本
編
に
お
い
て
家
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康
は
何
度
も
危
う
い
目
に
遭
い
、
そ
の
度
に
辛
く
も
逃
れ
る
こ
と
を
繰
り
返

す
。
先
に
見
た
三
成
に
よ
る
家
康
毒
殺
未
遂
な
ど
の
、
明
ら
か
に
創
作
と
思
わ

れ
る
家
康
の
危
機
も
こ
れ
に
当
た
る
。
結
末
を
約
束
し
た
上
で
、
そ
こ
に
到

る
ま
で
の
苦
難
を
追
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
家
康
を
巻
之
一
の

段
階
で
「
東
照
宮
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
今
後
ど
ん
な
展
開
が
あ
ろ
う
と

も
、
最
後
に
は
家
康
が
勝
つ
こ
と
を
示
す
た
め
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
家
康
の
「
東
照
宮
」
設
定
を
、
軍
書
の
定
型
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
物
語
の
着
地
点
を
保
証
す
る
機
能
と
し
て
用
い
、
家
康

に
様
々
な
困
難
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
困

難
を
家
康
が
乗
り
越
え
る
と
い
う
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
話
が
展
開
さ
れ
て
い

く
。

　

こ
こ
で
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
最
終
巻
、
巻
之
三
拾
二
「
井
伊
兵
部
少

輔
直
政
病
死
遺
言　

附　

家
康
公
御
隠
居　

幷
秀
忠
公
将
軍
宣
下
之
事
」
の
最

後
の
場
面
を
見
て
み
よ
う
。
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参
加
し
た
大
名
家
の
顛
末
の
話

題
が
終
わ
り
、
慶
長
十
年
以
降
の
徳
川
家
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

　
　

 

慶
長
十
年　
　

家
康
公
被
仰
出
け
る
は
、「
我
世
上
を
按
ず
る
に
、
実
に

有
為
転
変
也
。
幼
年
の
時
よ
り
弓
矢
を
取
て
相
働
く
。
一
生
涯
の
内
、
大

敵
と
戦
ひ
勝
敗
ま
ち
〳
〵
に
し
て
、
幸
に
長
命
し
て
我
壱
人
残
り
、
今
天

下
六
十
余
州
を
握
り
て
天
下
の
守
也
。
又
、
諸
士
又
相
連
り
て
官
位
は
従

一
位
右
大
臣
征
夷
大
将
軍
、
寿
は
六
十
五
歳
也
。
何
と
不
足
な
し
。
然
る

上
は
古
語
に
い
ふ
ご
と
く
功
成
名
掛
て
退
く
は
天
の
道
也
。
秀
忠
壮
年

也
。
既
に
此
儀
被
仰
出
、
御
譲
職
有
べ
き
と
の
御
事
也
。（
中
略
） 

家
康

公
御
隠
居
有
て
、
天
下
江
御
触
諸
法
度
被
行
、
天
下
万
歳
を
唱
ふ
。
此
悦

限
な
し
。
か
く
て
慶
長
十
年
四
月
十
六
日　
　

秀
忠
公
御
参
内
従
一
位
内

大
臣
征
夷
大
将
軍
に
宣
下
し
給
ふ
。
⑧

御
代
万
々
歳
。

　

三
二
巻
に
渡
る
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
五
年
後

の
、
家
康
の
隠
居
と
息
子
秀
忠
の
将
軍
職
就
任
で
終
わ
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部

⑧
「
御
代
万
々
歳
」
に
お
い
て
、
物
語
冒
頭
の
傍
線
部
⑦
と
同
じ
、
現
在
の
東

照
宮
に
対
す
る
礼
讃
に
戻
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
着
地
点
と
し
て
保
証
さ
れ
た

場
所
へ
帰
る
の
で
あ
る
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
、
語
ら
れ
る
作
中
世
界
と
、

読
者
の
存
在
す
る
現
在
、
ひ
い
て
は
現
実
が
家
康
を
通
じ
て
繋
が
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
家
康
は
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
が
現
実
か
ら
か
け
離
れ
す
ぎ
て
し

ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
枠
組
み
を
設
定
す
る
機
能
を
持
つ
。

　

次
に
、
三
成
の
描
写
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
三
成
の
出
自
に
つ
い
て
は
、

巻
之
一
「
石
田
治
部
少
輔
三
成
由
緒　

付
利
家　

内
府
公
と
障　

幷
藤
堂
佐
渡

守
高
虎
朝
鮮
在
陣
の
兵
士
を
引
揚
事
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。

　
　

 

石
田
治
部
少
輔
三
成
が
先
祖
は
藤
原
氏
に
て
、
大
職
冠
鎌
足
の
長
男
従
二

位
右
大
臣
淡
海
公
の
末
葉
、
石
田
判
官
為
成
が
子
孫
也
。（
中
略
）
八
代

の
内
土
民
と
成
り
下
り
し
を
、
⑨

石
田
為
成
が
後
胤
に
し
て
石
田
左
近
右

衛
門
、
三
成
か
父
な
り
。
然
る
に
此
左
近
右
衛
門
は
家
冨
栄
へ
け
れ
ど
も

男
子
な
し
。
依
て
同
州
長
国
守
の
観
音
に
祈
念
し
て
、
妻
懐
胎
す
。
此
子

男
子
な
る
ら
ん
事
を
願
ひ
、
且
、
武
勇
智
謀
の
秀
る
事
を
祈
る
に
、
毎
夜

夫
の
衣
服
を
着
し
て
大
小
を
帯
し
、
夜
々
井
水
に
て
水
鏡
を
見
て
「
懐
胎

の
子
勇
子
に
て
、
心
広
く
秀
よ
か
し
」
と
誓
ひ
を
立
た
り
。「
た
と
へ
此

身
は
終
る
と
も
、
此
子
の
武
名
輝
く
や
う
に
」
と
祈
念
す
る
事
一
心
不
乱

な
り
し
か
、
既
に
月
充
産
に
臨
む
時
、
大
き
に
苦
し
み
難
産
也
。
然
れ
ど

も
男
子
な
り
。
母
は
此
節
に
死
す
。
其
後
此
所
に
一
宮
を
建
立
し
て
明
光

寺
と
い
ふ
て
、
観
音
を
安
置
し
、
母
の
ぼ
だ
ひ
を
弔
け
り
。
か
く
て
出
生

の
男
子
は
左
吉
と
名
付
て
寵
愛
し
け
り
。
利
発
に
て
諸
人
に
勝
れ
、
殊
に
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美
麗
な
り
。

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
で
は
、
三
成
に
つ
い
て
、
傍
線
部
⑨
の
よ
う
に
、
男

児
が
生
れ
な
か
っ
た
た
め
に
観
音
に
祈
願
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
申
し
子
譚
が

語
ら
れ
て
い
る
。
三
成
の
出
自
の
記
述
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
を
描
い
た
他
の
作

品
で
も
見
ら
れ
る
が
、
三
成
に
は
実
兄
が
お
り
、
こ
の
申
し
子
譚
は
『
関
ヶ
原

軍
記
大
全
』
以
外
に
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』

は
、
家
族
構
成
を
変
更
し
て
ま
で
、
三
成
に
物
語
の
主
人
公
の
型
で
あ
る
申
し

子
設
定
を
付
与
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
申
し
子
で
は
あ
る
が
、
中
世
の
本
地
物

と
は
異
な
り
、
三
成
が
神
仏
に
化
す
こ
と
は
な
い
。
申
し
子
と
い
う
型
だ
け
を

語
り
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
語
り
は
、
家
康
を
「
東
照
宮
」
と
し
て
固
定
し
、

家
康
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
展
開
を
繰
り
返
す
。
そ
の
家
康
を
追
い
込
む
役
割

を
担
う
の
は
、
三
成
で
あ
っ
た
。
家
康
を
示
す
「
東
照
宮
」
は
、
作
品
の
着
地

点
が
「
実
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
保
証
で
あ
り
、
制
約
と
も
言
え
る
。
そ
の

家
康
に
対
し
て
、
家
康
を
執
拗
に
狙
う
三
成
は
明
ら
か
に
創
作
と
思
え
る
よ
う

な
行
動
も
辞
さ
な
い
。「
申
し
子
」
と
い
う
物
語
的
な
「
虚
」
の
設
定
を
付
与

さ
れ
て
い
る
三
成
は
、「
実
」
の
制
約
を
受
け
る
家
康
と
は
異
な
り
、
自
由
に

物
語
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

四

　

次
に
、
三
成
と
家
康
以
外
の
登
場
人
物
を
見
て
い
く
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
本

戦
は
、
巻
之
一
九
か
ら
二
四
ま
で
の
五
巻
を
使
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
言
う
ま

で
も
な
く
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
最
重
要
場
面
で
あ
る
。
本
戦
の
模
様
を
描

か
れ
る
順
序
に
従
っ
て
箇
条
書
き
に
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

・ 

福
島
隊
（
家
康
方
）
と
浮
多
隊
（
三
成
方
）
の
戦
い
【
巻
之
一
九
・
二
話
目
】

　

・ 

嶋
隊
（
三
成
方
）
と
京
極
隊
・
桑
山
隊
・
藤
堂
隊
等
（
家
康
方
）
と
の
戦

い
【
巻
之
二
〇
・
一
話
目
】

　

・ 

大
谷
隊
（
三
成
方
）
と
小
早
川
隊
（
家
康
方
）
の
戦
い
【
巻
之
二
〇
・
二

話
目
～
巻
之
二
一
・
一
話
目
】

　

・
三
成
方
全
体
の
様
子
【
巻
之
二
一
・
二
話
目
】

　

・ 

石
田
隊
と
本
多
隊
（
家
康
方
）
の
戦
い
【
巻
之
二
一
・
二
話
目
～
巻
之
二

二
・
一
話
目
】

　

・ 

嶋
隊
（
三
成
方
）
と
細
川
隊
（
家
康
方
）
と
の
戦
い
【
巻
之
二
二
・
二
話
目
】

　

・ 

黒
田
隊
・
山
内
隊
（
家
康
方
）
と
小
西
隊
（
三
成
方
）
と
の
戦
い
【
巻
之

二
三
・
一
話
目
】

　

・ 

島
津
隊
（
三
成
方
）
と
加
藤
隊
・
井
伊
隊
・
松
平
隊
（
家
康
方
）
と
の
戦

い
【
巻
之
二
三
・
二
話
目
】

　

・ 

島
津
隊
（
三
成
方
）
の
撤
退
【
巻
之
二
四
・
一
話
目
】

　

概
ね
時
系
列
に
沿
っ
て
語
ら
れ
る
が
、
時
間
よ
り
も
、
話
題
を
対
戦
ご
と
に

分
け
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
敵
味
方
の
交
戦
に
お
け
る
武
将
の
活

躍
だ
け
で
な
く
、
味
方
同
士
の
繋
が
り
の
描
写
に
も
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
主
君
と
家
臣
と
い
う
関
係
の
人
物
た
ち
に
着
目
す
る
。

　

巻
之
廿
一
「
大
谷
刑
部
少
輔
吉
隆
自
害
附
湯
浅
五
助
最
期　

幷
大
学
頭
落
方

小
西
合
戦
之
事
」
の
西
軍
の
大
谷
吉
隆
と
湯
浅
五
助
主
従
に
つ
い
て
見
て
い
こ

う
。
主
君
・
吉
隆
が
自
刃
し
た
後
、
家
臣
・
五
助
は
遺
言
に
従
い
吉
隆
の
首
を

隠
す
が
、
東
軍
の
藤
堂
仁
右
衛
門
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
五
助
が
自
分
の
首

と
引
き
換
え
に
、
吉
隆
の
首
を
探
さ
な
い
よ
う
仁
右
衛
門
に
交
渉
す
る
場
面
か

ら
引
用
す
る
。

　
　

 

湯
浅
は
此
時
に
持
た
る
鑓
を
は
な
し
、
我
が
太
刀
を
も
投
出
し
「
い
か
に
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や
若
者
よ
、
今
は
是
迄
な
り
。
我
首
取
て
高
名
に
せ
よ
。
大
谷
刑
部
少
輔

が
家
人
湯
浅
五
助
と
い
ふ
も
の
也
。
内
府
公
に
も
御
存
知
の
者
な
り
。
扨

又
武
門
の
儀
な
り
。
吉
隆
の
首
は
深
く
隠
す
子
細
あ
り
。
ひ
と
へ
に
貴
殿

を
た
の
む
な
り
。
然
所
に
主
人
の
首
を
隠
す
事
、
穏
便
に
頼
や
。
是
又
吉

隆
遺
言
な
れ
ば
是
非
に
不
及
也
。
是
非
に
頼
な
り
」
と
理
を
尽
し
て
申
け

り
。
仁
右
衛
門
は
大
剛
の
心
に
て
一
筋
成
る
武
勇
人
な
れ
ば
、
何
と
や
ら

ん
哀
れ
に
な
り
、
承
届
た
り
。「
い
か
に
も
貴
殿
の
頼
の
ご
と
く
、
吉
隆

の
首
は
か
く
し
遂
、
又
弔
を
す
べ
き
な
り
」
と
慥
か
に
請
合
た
り
。
五
助

聞
て
大
き
に
悦
び
、
さ
ら
ば
と
て
既
に
自
害
せ
ん
と
し
け
る
に
、
仁
右
衛

門
聲
か
け
て
「
い
や
〳
〵
五
助
、
冷
首
は
取
ま
じ
。
太
刀
討
し
て
勝
負
せ

よ
」
と
呼
ば
り
け
り
。
此
節
五
助
は
仁
右
衛
門
を
誉
て
「
流
石
に
武
者
な

り
。
若
も
の
ゝ
望
み
、
い
で
〴
〵
心
得
た
り
」
と
て
立
寄
て
二
打
三
打
う

ち
合
。

　

仁
右
衛
門
は
交
渉
を
受
け
入
れ
る
。
五
助
は
喜
ん
で
自
刃
し
よ
う
と
す
る

が
、
戦
っ
て
首
を
取
る
こ
と
を
仁
右
衛
門
が
願
っ
た
た
め
、
二
人
は
一
騎
打
ち

を
す
る
。
仁
右
衛
門
は
五
助
の
首
を
取
り
、
約
束
通
り
、
吉
隆
の
首
を
家
康
に

差
し
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
既
に
死
ん
だ
主
君
の
た
め
に
命
を
惜
し
ま
な
い

五
助
と
、
そ
の
覚
悟
を
理
解
す
る
仁
右
衛
門
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
、
実
利
や

損
得
の
絡
ま
な
い
忠
義
が
こ
の
場
面
で
の
主
題
と
な
る
。

　

次
に
、
巻
之
廿
四
「
島
津
中
務
大
輔
家
久
打
死　

幷
兵
庫
頭
落
足
之
事
」
の

島
津
隊
を
見
る
。
東
軍
の
勝
利
が
決
定
し
、
島
津
隊
は
撤
退
す
る
。
島
津
義
弘

を
逃
す
た
め
、
島
津
中
務
は
自
分
が
残
っ
て
敵
兵
を
喰
い
止
め
る
計
画
を
義
弘

に
提
案
す
る
が
、
猛
反
発
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
義
弘
に
対
す
る
中
務
の
反
論

か
ら
引
用
す
る
。

　
　

 

此
時
中
務
大
音
あ
げ
て
「
あ
ら
笑
止
や
。
運
の
極
の
大
将
は
此
乱
軍
に
向

へ
迷
ひ
、
是
非
を
辯
へ
給
ぬ
ぞ
や
。
⑩

昔
、
義
経
の
身
代
り
に
吉
野
に
於

て
佐
藤
四
郎
兵
衛
忠
信
、
壱
人
踏
止
り
て
敵
を
防
て
大
将
を
落
す
。
是
全

く
義
経
恥
辱
に
あ
ら
ず
。
⑪

又
島
津
家
は
頼
朝
公
よ
り
五
百
年
来
相
続
す

る
に
、
嫡
子
に
て
家
を
継
。
よ
つ
て
、
何
卒
嫡
子
に
て
相
続
有
様
に
お
も

へ
ば
、
て
ん
は
か
く
の
ご
と
く
也
。
主
君
の
為
に
打
死
す
る
臣
の
身
と
て

珍
ら
し
か
ら
ず
。
然
ん
を
今
の
如
く
に
宣
ふ
は
、
但
し
兵
庫
頭
は
心
弱
く

腰
抜
け
て
、
今
此
大
敵
を
恐
れ
一
人
に
て
切
抜
、
本
国
へ
帰
る
事
心
元
な

く
思
ひ
、
中
務
に
離
る
ゝ
事
を
迷
惑
し
て
、
ひ
と
へ
に
某
が
武
勇
を
慕
ひ

給
ふ
や
」
と
大
き
に
恥
し
め
た
り
。
是
全
く
主
君
の
心
底
に
腹
立
さ
せ
、

退
か
す
べ
き
の
為
な
り
。

　

多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
、
大
将
・
義
弘
を
本
国
へ
帰
そ
う
と
す
る
中
務

の
提
案
を
、
義
弘
は
怒
り
を
露
わ
に
し
て
退
け
、
自
身
も
討
死
を
望
む
。
中
務

は
義
弘
を
あ
え
て
さ
ら
に
怒
ら
せ
て
説
得
を
試
み
、
そ
の
中
で
傍
線
部
⑪
の
よ

う
に
、
嫡
子
が
家
督
を
相
続
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
。
先
ほ
ど
見
た
大
谷

吉
隆
・
湯
浅
五
助
主
従
の
忠
義
は
、
吉
隆
へ
の
五
助
個
人
の
話
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
こ
こ
で
は
、
家
の
相
続
の
こ
と
が
話
題
と
な
る
。『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』

に
お
い
て
島
津
家
の
嫡
子
と
設
定
さ
れ
て
い
る
義
弘
が
、
生
き
残
っ
て
嫡
子
と

し
て
の
務
め
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う
名
分
論
が
こ
の
場
面
で
の
主
題
と
な
っ

て
お
り
、
大
谷
吉
隆
・
湯
浅
五
助
主
従
と
は
論
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
組
と
は
全
く
異
な
っ
た
主
従
も
い
る
。
巻
之
弐
拾
二
「
嶋
左
近
落

着　

幷
小
西
行
長
と
黒
田
細
川
合
戦
之
事
」
の
石
田
三
成
と
嶋
左
近
で
あ
る
。

討
死
覚
悟
で
細
川
隊
と
戦
っ
て
い
た
左
近
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
強
か
っ
た
た

め
に
、
細
川
隊
は
左
近
に
構
わ
ず
三
成
に
標
的
を
絞
る
。
敵
が
い
な
く
な
っ
た

左
近
は
、
三
成
を
助
け
ず
故
郷
の
対
馬
へ
帰
っ
て
い
く
。

　
　

 

島
左
近
は
此
節
向
ふ
敵
壱
人
も
な
く
、
前
後
左
右
に
雷
動
す
る
。
然
る
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に
、
合
戦
の
様
子
を
見
切
、
独
言
し
て
「
我
誤
て
石
田
が
家
人
と
成
て
一

生
の
武
名
を
水
に
し
た
り
。
始
終
戦
の
図
を
外
し
、
我
が
い
ふ
謀
略
に
不

随
し
て
か
く
の
ご
と
き
軍
な
り
。
今
は
は
や
何
様
に
思
ふ
と
も
合
戦
成
べ

か
ら
ず
。
南
宮
山
の
味
方
は
旗
色
変
じ
た
り
。
既
に
諸
方
の
戦
ひ
頓
て
敗

軍
す
べ
き
也
。
又
我
打
死
に
す
べ
き
と
思
へ
ど
も
、
敵
す
る
も
の
な
し
。

是
非
に
不
及
」
と
、
敵
味
方
の
乗
捨
た
る
足
強
な
る
馬
を
見
立
て
打
乗

り
、
し
づ
か
に
海
道
を
退
く
。
嶋
左
近
が
命
の
定
業
い
ま
だ
来
ら
ず
哉
。

又
は
武
勇
の
勝
れ
た
る
故
に
哉
。
唯
壱
人
慕
ひ
留
る
も
の
も
な
け
れ
ば
、

本
国
対
馬
江
下
り
け
り
。

　
　

 （
中
略
）
然
る
に
、
或
人
島
左
近
は
戦
場
を
遁
れ
て
主
人
の
守
途
を
見
届

け
ず
し
て
、
死
後
遁
れ
た
り
と
笑
ふ
人
あ
り
。
尤
も
忠
節
の
臣
と
し
て
主

人
を
捨
べ
き
事
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
是
は
宗
廟
の
臣
と
は
違
ふ
事
な

り
。
尤
古
来
ゟ
戦
場
に
相
手
な
く
し
て
遁
る
〳
〵
者
は
左
近
計
に
も
不

限
、
⑫

い
に
し
へ
元
弘
建
武
の
比
、
北
條
高
時
の
臣
に
長
崎
勘
ヶ
由
左
衛

門
為
基
、
又
新
田
義
貞
の
臣
に
篠
塚
伊
賀
守
、
其
敵
な
き
故
、
其
落
方
を

知
ら
ず
。
又
朝
比
奈
三
郎
義
秀
、
和
田
合
戦
の
時
、
稲
村
ヶ
崎
ゟ
逐
電
し

け
る
に
敵
な
し
。
是
等
の
輩
は
皆
々
武
勇
の
秀
た
る
人
と
な
り
、
雑
人
が

さ
み
す
べ
き
哉
。
然
ら
ば
島
左
近
比
興
に
し
て
道
を
知
ら
ず
と
云
へ
ら

ず
。
武
勇
の
達
人
な
り
。

　

先
の
二
例
で
は
、
自
身
の
命
を
捨
て
て
主
君
に
尽
く
し
た
将
が
描
か
れ
て
い

た
が
、
左
近
は
主
君
三
成
を
見
捨
て
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
語
り
手
が
左
近
を

責
め
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
左
近
へ
の
不
名
誉
な
評
価
に
対
し
、
傍
線
部
⑫

で
、
過
去
の
名
将
と
い
う
具
体
例
を
使
っ
て
擁
護
す
る
。
臣
下
の
例
と
し
て
歴

史
上
の
人
物
の
名
前
を
出
す
点
に
お
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
中
務
の
、
傍
線
部
⑩

の
佐
藤
忠
信
の
例
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
忠
義
や
名
分
論
な
ど
で
は
な
く
、
左
近
個
人
の
武
勇
で
あ
る
。
家
臣
と
し

て
の
人
物
を
描
い
て
い
て
も
、
君
臣
論
と
い
っ
た
よ
う
な
主
君
と
の
関
係
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
人
物
個
人
の
性
質
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
主
君
と
家
臣
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
め
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
主
従
関
係

自
体
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
人
物
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
物
の
性
質
を
描
く
こ
と
が
目
的
と
言
え
る
。
主
従
関
係
を
始

め
と
す
る
登
場
人
物
同
士
の
結
び
つ
き
か
ら
垣
間
見
え
る
性
格
、
人
柄
は
、
単

独
で
の
活
躍
の
描
写
だ
け
で
は
描
き
切
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

五

　
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
は
、
読
者
に
と
っ
て
周
知
の
事
実
で
あ
る
戦
い
の
勝

敗
よ
り
も
、
そ
の
戦
い
の
中
で
の
登
場
人
物
の
行
動
、
ひ
い
て
は
生
き
方
を
描

く
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
し
か
し
、
登
場
人
物
た
ち
を
い
く
ら
特
徴
付
け
よ
う

と
も
、
戦
い
で
活
躍
す
る
人
物
は
概
ね
「
勇
猛
」
や
「
剛
勇
」
と
言
っ
た
言
葉

で
表
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
似
通
っ
た
性
質
と
な
っ
て
し
ま
う
。
語
り
手
は
、
単

独
の
人
物
に
特
徴
を
付
け
る
の
み
な
ら
ず
、
人
物
同
士
の
結
び
つ
き
方
に
特
色

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
関
係
性
か
ら
う
か
が
え
る
人
物
の
性
格
を
、
よ
り

人
間
的
で
、
活
き
活
き
と
し
た
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
例
外
と
し
て
徳
川
家
康
は
、
他
の
登
場
人
物
と
は
一
線
を
画
す
。
家
康

は
「
東
照
宮
」、
つ
ま
り
は
神
で
あ
る
た
め
に
、
人
智
を
超
え
た
人
物
と
し
て

描
か
れ
、
人
間
ら
し
さ
か
ら
は
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
家
康
は
、
作
中
の

関
ヶ
原
の
戦
い
が
、
実
際
に
一
六
〇
〇
年
に
起
っ
た
、
つ
ま
り
は
「
実
」
の

関
ヶ
原
の
戦
い
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
作
中
世
界
と
現
実
世
界
と
を
繋

げ
る
役
割
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
家
康
は
物
語
の
枠
組
み
で
あ
り
、
自
身
は
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物
語
の
中
で
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
枠
の
中
で
自
由
に
動
く
人
物
の
代

表
が
、
申
し
子
と
い
う
物
語
的
設
定
、
つ
ま
り
は
「
虚
」
の
要
素
を
持
つ
石
田

三
成
な
の
で
あ
る
。
こ
の
家
康
と
三
成
の
攻
防
が
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
進

行
の
主
軸
を
担
い
、
そ
の
中
で
数
々
の
登
場
人
物
が
描
か
れ
る
。
こ
の
、
人
物

を
描
く
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
の
語
り
が
目
指
し
た
、

作
品
全
体
の
主
題
で
あ
る
。

　
「
実
」
と
近
い
場
所
に
位
置
す
る
「
虚
」
は
、
史
実
と
は
異
な
る
歴
史
を
伝

え
て
し
ま
う
と
い
う
面
を
持
つ
。
そ
う
し
て
伝
わ
っ
た
逸
話
は
、「
あ
の
有
名

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
嘘
だ
っ
た
」
な
ど
と
し
て
、
時
に
扇
情
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
現
代
で
も
広
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
ま
で
に
成
長
し

た
逸
話
が
、「
虚
」
で
あ
る
と
い
う
一
点
だ
け
で
、
全
く
の
無
価
値
に
な
る
と

は
思
え
な
い
。
文
学
研
究
は
、
そ
の
文
学
的
価
値
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
虚
」
を
見
直
す
上
で
、
実
録
体
小
説
は
恰
好
の
素
材
で

あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
異
本
調
査
や
成
立
、
筆
写
年
代
の
整
理
と
い
っ
た
、
膨
大

な
時
間
を
要
す
る
諸
本
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
そ
れ
ら
を
省
略

し
て
内
容
の
研
究
を
行
っ
た
。
成
立
時
の
状
況
や
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
を
明

ら
か
に
で
き
れ
ば
、
内
容
に
つ
い
て
も
よ
り
深
い
考
察
に
踏
み
込
め
た
こ
と
は

自
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

【
表
】
凡
例

・ 

年
月
日
は
出
来
事
の
前
後
関
係
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。
よ
っ
て
、『
大
全
』

『
大
成
』
に
お
け
る
日
付
の
相
違
は
問
題
と
し
な
い
。

・
出
来
事
の
項
目
は
、『
大
全
』『
大
成
』
に
準
じ
て
私
に
作
成
し
た
。

・
太
字
は
、『
大
成
』
に
な
く
『
大
全
』
の
み
に
見
ら
れ
る
出
来
事
を
示
す
。

・「
１
②
」
は
巻
之
一
の
二
話
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

・
左
端
の
記
号
は
行
論
の
都
合
上
、
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【表】『関ヶ原軍記大成』『関ヶ原軍記大全』対照表
年月日 出来事 大全 大成

1598年5月～8月18日 豊臣秀吉発病～死去 1① 1①
● 朝鮮在陣の兵の引揚 石田三成の作戦により家康・利家不和　 1② 2① ×
11月 加藤清正の活躍により無事撤収 2② ×
1599年1月10日 秀頼大坂城入城 豊臣秀頼、伏見城から大坂城へ移る 3① 1③1月12日 徳川家康、大坂の追手から逃げ切り伏見へ帰還
1月19日 五奉行による家康詰問 抗議を受けた家康、伏見を脱出する 3② 2①
2月5日 家康、五奉行らと和解 4① 2②
2月29日

利家死去
前田利家、家康を訪ねる

4② 2④■ 3月1日 家康、利家を訪ねる。三成、家康を毒殺未遂
3月3日 利家死去
3月4日 七将三成襲撃 七将に襲撃された三成、家康宅へ 5① 3①
3月10日 三成佐和山城蟄居 5② 3①
3月13日 家康伏見入城 3②
9月9日

大坂城で家康闇討未遂
浅野ら、家康闇討を画策 6① 4①

10月2日 家康、浅野らを処分する 4②
10月3日 利長、家康闇討疑惑を掛けられるも和睦成立 6② 4③

本多忠勝、佐和山城を偵察 7① ×
11月 上杉家 上杉、要害を築く 7① 5①4月14日 直江状 7②
6月15日～7月3日

家康、上杉討伐に向けて動く
家康、関東へ 8① 5③ 6①

6月18日 家康、鳥居元忠に伏見城を任せる 6②
6月18日 家康、石部で追手から逃げ切る 8② ×
7月11日

三成、挙兵
大谷吉継（吉隆）、三成に組する 9② 9①

7月12日 西軍評定 9②
7月16日 人質の収容。細川ガラシャ死亡 10① 9③④ 10①
7月19日 加賀井弥八郎、水野忠重を殺害 9① 9①

▼ 7月19日～8月1日 西軍による伏見城攻 10①②11① 10②
7月19日～9月6日 西軍による田辺城（丹後） 11② 11
7月21日 東軍の動き 家康、江戸城を立つ 13① 8③7月25日 小山評定
8月3日 北陸 大聖寺の戦い 12①② 12①
8月9日 浅井畷の戦い 12① 13①②③
8月12日 東軍による岩村城攻（美濃） × 14③8月16日 東軍による苗木城攻（美濃） ×
8月16日 東軍による福束城攻（美濃） × 14②8月19日 東軍による高巣城攻（美濃） ×
8月22日

岐阜城攻略

河田木曽川渡河の戦い、米野の戦い 15①② 16②
8月22日 竹ヶ鼻城の戦い 16① 17①
8月23日 東軍による岐阜城攻 16①② 17②
8月23日 江渡川の戦い 17①② 18①
8月24日~8月25日 西軍による阿濃津城攻（伊勢） × 15①②
9月1日～9月4日 東軍による八幡城攻（美濃） × 21②
9月4日～9月9日 東軍による上田城攻（信濃） 25② 26①② 21①
9月8日～9月14日 西軍による大津城攻（近江） × 22 23①

▲ 9月14日 杭瀬川の戦い（笠縫堤合戦） 18② 20①
9月15日 関ヶ原の戦い 19①～24① 24①～27①

▽ 1600年7月

東北

東軍による白石城攻め × 8①②
9月13日 西軍による畑谷堂城攻め × 33②
9月15日～29日 西軍による長谷堂城攻め × 33③④

東軍による東禅寺城攻め × 34①
9月29日～10月7日 伊達政宗による上杉領攻め × 44①②③
9月10日

九州

東軍による富来城・安岐城攻 × 36 39①②
9月13日、14日 石垣原の戦い × 37 38
9月21日～10月14日 東軍による宇土城攻 × 40②
9月29日 東軍による宮崎城攻 × 40①
10月10日 東軍による小倉城 × 41①
10月20日～25日 東軍による柳河城攻 × 41②③
9月17日 佐和山城攻 25①② 30①

△ 9月17日～24日 四国 西軍による伊予侵攻 × 35①②
9月21日 三成捕縛 27① 30②
10月1日 三成・行長・恵瓊ら処刑 30② 43②

戦後処理

小早川 31① 31①
宇喜多 27②28① 43①
福島 28②29① 31②
島津 28① 42①

1605年4月16日 秀忠将軍宣下 32② ×
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【
注
】

 
（
１
）
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
。

 

（
２
） 『
近
世
実
録
の
研
究
―
成
立
と
展
開
―
』「
は
じ
め
に
」（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）。

 

（
３
） 

前
掲
注
（
２
）『
近
世
実
録
の
研
究
―
成
立
と
展
開
―
』「
成
長
初
期
か

ら
虚
構
確
立
期
ま
で
―
「
天
草
軍
記
物
」
を
例
に
―
」
参
照
。

 

（
４
） 『
中
村
幸
彦
著
述
集　

第
十
巻　

舌
耕
文
学
談
』「
実
録
、
講
談
に
つ
い

て
」（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）
参
照
。

﹇
付
記
﹈　

本
稿
は
、
第
四
三
回
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る

同
題
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

 
（
お
の
で
ら
・
ひ
か
り
）
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